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幹事報告
１．６月のロータリーレートは１ドル＝157円となっております。

２．６月14日㈮浅野会長と私で社会福祉法人ヴォーチェの佐
藤理事長とお会いし、山形南ロータリークラブから今後の継
続的支援、そして５万円の寄付をしてきました。ヴォーチェ
様のビジョンでもある『声を形にし、誰もが生きる喜びを共
有できる持続的な社会を創る』はロータリークラブとしても
目指すべきビジョンです。ロータリーの目的、四つのテスト、
ロータリアンの行動規範とともに胸に刻み、我々一人一人が
支援の心を持ち続けたいと思います。

３．本日、理事会を開催致しますので、理事の方は例会後、会
場にお残りいただきますようお願いいたします。以上、幹事
報告です。

会長挨拶
　皆さんこんにちは。はじめにお客様
のご紹介をいたします。国際ロータリー
第2800地区第５グループガバナー補佐 
林　政俊様です。本日の委員会引継ぎ
フォーラムはクラブ協議会も兼ねており
ます。どうぞよろしくお願いいたします。
　悲しいお知らせがございます。長年、
我が山形南ロータリークラブのメンバー

で、2021年に退会された堀　是治様が去る15日にお亡くな
りになりました。謹んで哀悼の意を表しまとともに、心より
ご冥福をお祈り申し上げます。
　先週14日に私と本間幹事の両名で医療的ケア児への支援
のため「社会福祉法人ヴォーチェ」様に支援金をお渡しさせ
ていただきました。この活動はロータリーの社会奉仕、青
少年奉仕の精神に則り、当クラブの創立50周年記念事業か
らの継続活動となっております。医療的ケア児の問題は「日
常的に医療行為を行わなければならない子供たち」とその
家族の問題として社会的に深刻化しています。これまでは
コロナ問題などもあり、施設側の活動も制限されていまし

たがようやく活動を再開されたとのことで、次年度以降は
参加型の活動が期待できます。
　本日の会長挨拶が今年度の通常例会での最後のご挨拶と
なります。今日は引継ぎフォーラムと言うことで私からも最
後に引き継がせていただきたい事案がございます。それは
通常例会の食事です。今年度からフードロスや経費の削減
などの観点から例会ごとの出欠を取っております。しかし、
色々なご事情から当日例会に来ることが叶わなくなり、用
意した食事が余ることが多々見受けられます。ご事情はご
事情なので仕方の内部分もあるとは思いますが、出来る限
り事前に会長または幹事、担当者までご一報ください。余っ
た食事は廃棄されます。注文通りに予算もかかります。ち
なみに今年度に廃棄された食事数は52食です。これを多い
とみるか少ないとみるかは別として、これだけの食料が捨
てられていること、一食の経費は3,500円です。一年間で
182,000円が捨てられています。可能な限り無駄を減らし
ていきましょう。私から今年度会長として最後のお願いに
なります。次週は最終例会です。一年間の御礼も含め、楽
しい例会にします。よろしくお願いいたします。

本間　安信 幹事 委員会報告

例会場：パレスグランデール 　司会進行（SAA）：丹野　善将 君
点　鐘：PM  12：30　浅野　裕幸 会長 　ロータリーソング：「奉仕の理想」
ビジター：林　　政俊 さん（山形）

林　政俊ガバナー補佐ご挨拶 米山特別功労法人感謝状贈呈。
大久保硝子店殿

親睦活動委員会　曽我　享宏 君

６月の誕生日は山下宏君、
高梨徹也君、本間安信君、
浅野裕幸君、金田亮一君、
矢尾板信孝君の６名の方で
す。おめでとうございます。

ー 委員会引継ぎフォーラム ー



委員会引継ぎフォーラム委員会引継ぎフォーラム委員会引継ぎフォーラム ジター監督室、グランドなども立ち入る事が出来まし
た。華やかにショーアップされるプロの世界で、球団
スタッフの苦労等も垣間見られました。是非、次年度
もなかなか行けない場所等の職場訪問を計画されては
と思います。

■社会奉仕小委員会■
委員長　鈴木　政康 さん

日時：７月22日㈯10：30～
場所：山形市 旧千歳館２F大広間
　佐藤孝弘山形市長立会のもと、ロータリー財団　地
区補助金事業として、山形市立商業高等学校 産業調
査部の活動で使用するプロジェクター機器一式を寄贈
し、その贈呈式を執り行いました。地区補助金は、継
続事業はNGとなっています。例えば、青少年事業～
の何々社会奉仕事業～何々などの大きな枠組みの中で
中長期計画にて考えても良いと思います。更に実行し
やすくなると思います。
　もう一点が、医療的ケア児への支援では、山形南ロー
タリークラブとしては、今後も継続して支援して行き
たいと考えています。今後は、資金的補助＋参加型イ
ベント（軽微な介助：見守り等）に対しての人的支援も
視野に入れて考えてみては如何でしょうか。

■国際奉仕小委員会■
委員長　稲村　佳宏 さん

　今回13回山形南RCを誇る継続事業である「グール
ジャパン山形を語る」を令和６年４月23日イギリス
出身ジェシカさんとウクライナ出身ナステアさんを
招き実施致しました。戦争中のナステアさんを招聘
してのクールジャパンでしたので、稲村委員長が気
を使う一幕もありましたが無事終了。今後は、稲村
さんをサポート出来る方を委員に選定されては如何
でしょうか。

■青少年小委員会■
委員長　間木野仁美 さん

　伝統野菜の悪戸芋の収穫体験を通し、自然や環境を
学び、食への関心を高め地域の食材を学ぶ事になりま
す。食育の観点からみても、山形南RCの継続事業となっ
ています。＊当日は、クラブメンバーの奥様やお子様を
はじめ、嶋幼稚園の園児そして保護者の方からも参加
頂きました。悪戸芋掘りに関しては、金田さんに頼り
切りの状態となっています。誰もが実行出来る様に、
新旧委員会の申送りが必要です。石山会長エレクト、
この点は早い時期に是非実施頂ければと思います。
以上、５つの小委員会引継ぎ事項です。

◆管理運営委員会◆
委員長　奥村　健二 君

　この委員会は「出席委員会」、「親睦
活動委員会」、「プログラム委員会」、「姉
妹クラブ委員会」の各小委員会の運営

を支援していくことになっています。出席の伊藤委員
長、親睦の柿沼委員長、プログラムの中村委員長、姉
妹クラブの菊川委員長がそれぞれ各持ち場に責任を
もって活動してくださったので、私が指導するしまが
ありませんでした。反省を込めて各活動に感謝をした
いと思います。ありがとうございました。

◆公共イメージ推進委員会◆
委員長　土田　貴英 君

　この度は、山形南ロータリークラブ
の広報活動にご尽力いただいた会員の
皆様、誠にありがとうございました。

皆様のご協力のおかげで、クラブの活動内容や理念を
多くの方に知っていただいたと思いますが課題も多く
残されています。クラブウェブサイトやソーシャルメ
ディアの活用が十分とは言えませんでした。また情報
発信のターゲットを絞り込むことが十分ではありませ
んでした。地域住民や潜在的な会員候補者など、ター
ゲットに合わせた情報発信を行う必要があります。
　今後の課題としてはターゲットに合わせた情報発信
を行い、より多くの人に情報を届けるように努めるべ
きです。１年間の広報活動を通して、山形南ロータリー
クラブの認知度向上や活動への理解促進に一定の成果
を上げることができました。しかし、まだまだ課題も
多く残されています。今後は、上記に挙げた課題を克
服し更なる活動を目標にしていただきたいと思いま
す。最後に、一年間、広報活動にご尽力いただいた会
員の皆様に、改めて感謝申し上げます。今後も皆様の
ご協力をお願い致します。

◆会員増強委員会◆
委員長　石山　祐介 君

　会員増強委員会は会員増強・職業分
類小委員会とロータリー情報小委員会
の２つの委員会から構成されておりま

す。浅野年度では伊勢委員長が中心となり新規会員の
開拓に力を入れてスタートいたしましたが、残念なが
ら純増とはならず現在48名の会員数となっておりま

す。今年に入りこの危機的状況ともいえる現状を踏ま
え、再度皆様と共に会員増強を行おうと声がけいたし
ましたが、今のところ成果がまだ出ておりません。ま
た、菊地委員長率いるロータリー情報委員会は昨年ま
でとは一味違うファイヤーサイドミーティングを企画
していただき、会員の山形南ロータリークラブに対す
る思いをブラッシュアップ出来たと思っております。
現会員のこれからの出席率アップにつなげていければ
と感じております。次年度の会長としてまさに今予算
を組んでいるところではありますが物価高の上昇もあ
り、今までと同じような例会や事業を開催できるかど
うか瀬戸際であります。このままでは年会費の増額の
お願いをしなければいけない時が来るのではと思いま
す。早期に50名体制に戻し、これまでと同等以上の
事業を行っていくためには会員増強が大切となり
ます。
　２年前に50周年をむかえFromSouth未来へつなぐ
のテーマを実現するためにも次年度は全会員が必ず１
名の推薦を行っていただくようにお願いいたします。
大委員長として役立たずでありましたが、次年度しっ
かりと会員増強をし、安定したクラブ運営を行ってま
いりたいです。１年間ご協力ありがとうございました。

◆奉仕プロジェクト委員会◆
委員長　菊地　賀治 君

　奉仕プロジェクト委員会は、５つの
小委員会から構成されております。５
つの小委員会毎に、話をさせて頂きます。

■ニコニコBOX小委員会■
委員長　佐々木啓充 さん

　目標金額90万円現在の金額は、58万円です。近
年は目標金額まで到達する事が少なく、苦戦している
のが現状です。昼例会だけでは、一定金額までしか目
標到達出来ないと判断します。夜の例会時に、ニコニ
コBOXの趣旨を外れずにもっと活用した方が良いの
ではないか？と思います。今までの目標額を踏襲せず、
現状を踏まえた予算組をされた方が良いと思います。

■職業奉仕小委員会■
委員長　髙梨　徹也 さん

　令和６年５月21日㈫に、楽天モバイルパーク見学
を実施しました。普段はなかなか見られない球場の裏
側、ダッグアウトや控え投手練習場、記者会見場、ビ

委員会引継ぎフォーラム 月20日に完成しBOX配布いたしました。（山形南
100冊、中津100冊）
　記念誌の制作にあたり、委員会で提案のあった特集
「座談会　これからの交流を考える」を企画いたしまし
た。両クラブがそれぞれ実施し、たくさんのご意見や
提言を掲載しておりますのでご拝読ください。このよ
うな今後いろいろな機会に活用できる交流誌が発刊で
き、大変うれしく思っております。
　８年後には当クラブも創立60周年になりますので、
それまでの交流の大まかな流れを検討してほしいと
思っております。

◆S.A.A◆
委員長　丹野　善将 君

　当クラブにおけるS.A.Aの役割は、例
会において会場を設営監督し、秩序正
しく、和やかな雰囲気でクラブ会員が

お互いの親交を深め、情報を交換し、食事をとりなが
ら例会を楽しめるようにすることだと思っておりま
す。浅野会長のテーマ《伝統を受け継ぎ 未来に向けて
「奉仕と親睦」を楽しもう》のもと、クラブ活動の根幹
をなす例会においても「伝統」と「南クラブらしさ」を重
んじつつ、「未来」のための新たな変化の一つとして、
例会場の変更をきっかけに新たなチャレンジや変革も

必要に応じ対応していきたいと思って活動してまい
りました。
　例会場が変更になり、不安な部分もありましたが、
会場担当者は他ロータリークラブでの例会の経験があ
ることから、非常に慣れており、安心して任せられた
と思います。また、会長・幹事・各委員長ともコミュ
ニケーションを取りながらスムーズな進行を心がけま
した。不慣れなS.A.Aであり、お聞きづらい点も多々
あったと思いますが、１年間皆様のご協力、誠にあり
がとうございました。

◆会計◆
委員長　鉄　　浩二 君

　一年間会計を預からせていただいて
おりますが、大変お伝えしにくい内容
ですが収支状況が非常に厳しい状況で

ございます。主な要因としては、会員減少に伴い想定
している収入が得られなかったこと、また、支出につ
いては、昨今の物価高の影響や例会場変更に伴う経費
の上昇が挙げられます。
　翌年度以降については、石山会長の方針のもと、山
形南RCの良さを発揮できる事業を実施しつつ、柔軟
な予算配分をご検討いただきたいと感じております。
今年度も残りもあとわずかですが、最後まで、よろし
くお願いいたします。

◆ロータリー財団・米山奨学委員会◆
委員長　金田　亮一 君

　当委員会はロータリー財団、瀧山広
一郎委員長、米山奨学会は那須尚平委
員長を中心に昨年以上の実績をと意気

込みましたが、11月28日の三津屋さんでのそば例会
出席者からのご寄付のみとなってしまいました。結果
はロータリー財団4,848.28ドルで目標の一人150ド
ルに対して101ドル、米山奨学会は1,090,000円で
目標の一人15,000円に対し22,708円という結果で
した。ロータリー財団は目標達成までにはいきません
でしたが、米山奨学会は個人・法人寄付（大久保章宏君）
で大口寄付を頂き目標達成することができました。大
久保様、寄付を頂戴した皆様の御厚意に感謝申し上げ
ます。
　反省としては、多くの会員の方から寄付を頂くため
には、10月の米山月間、11月のロータリー月間の通
常例会で出席率を上げ、多くの会員の方から理解を得
ることが必要ですし、数年前の寄付の実績を委員会が
しっかり把握し寄付を集める仕組みを工夫する必要が
あったと感じました。次年度の委員長さんは、今年度
の反省点を改善し、目標達成できますようにお願いい
たします。１年間ご協力ありがとうございました。

◆中長期検討委員会◆
委員長　武田　秀則 君

　浅野会長１年間ご苦労様でした。40
数年ぶりの例会場の変更によって、年
度が始まる前から予算や例会場の交渉

などで大変苦労されました。コロナ禍で５代にわたり
休会や地区大会の中止など、ロータリー活動が大きく
制限されました。その中でロータリーの出席率も曖昧
になり、メイクの推進もなくなり、最大の他クラブと
の異業種交流も減少し、自クラブの良さが勉強できな
くなっております。次年度からはメイクを増やしてい
きたいものです。
　当クラブもバスト会長が半数を超えております。こ
れからのクラブ運営を考えると会員増強、クラブ内の
活力低下、財源減少等の問題もあり、バスト会長が再
登板で会長を担うことなど考えなければならないと考
えます。

◆姉妹クラブ交流40周年記念誌作成委員会◆
委員長　武田寿美男 君

　40年に及ぶ交流誌でしたので、今ま
でになく多くの方々にご協力いただき
ありがとうございました。予定通り５



ジター監督室、グランドなども立ち入る事が出来まし
た。華やかにショーアップされるプロの世界で、球団
スタッフの苦労等も垣間見られました。是非、次年度
もなかなか行けない場所等の職場訪問を計画されては
と思います。

■社会奉仕小委員会■
委員長　鈴木　政康 さん

日時：７月22日㈯10：30～
場所：山形市 旧千歳館２F大広間
　佐藤孝弘山形市長立会のもと、ロータリー財団　地
区補助金事業として、山形市立商業高等学校 産業調
査部の活動で使用するプロジェクター機器一式を寄贈
し、その贈呈式を執り行いました。地区補助金は、継
続事業はNGとなっています。例えば、青少年事業～
の何々社会奉仕事業～何々などの大きな枠組みの中で
中長期計画にて考えても良いと思います。更に実行し
やすくなると思います。
　もう一点が、医療的ケア児への支援では、山形南ロー
タリークラブとしては、今後も継続して支援して行き
たいと考えています。今後は、資金的補助＋参加型イ
ベント（軽微な介助：見守り等）に対しての人的支援も
視野に入れて考えてみては如何でしょうか。

■国際奉仕小委員会■
委員長　稲村　佳宏 さん

　今回13回山形南RCを誇る継続事業である「グール
ジャパン山形を語る」を令和６年４月23日イギリス
出身ジェシカさんとウクライナ出身ナステアさんを
招き実施致しました。戦争中のナステアさんを招聘
してのクールジャパンでしたので、稲村委員長が気
を使う一幕もありましたが無事終了。今後は、稲村
さんをサポート出来る方を委員に選定されては如何
でしょうか。

■青少年小委員会■
委員長　間木野仁美 さん

　伝統野菜の悪戸芋の収穫体験を通し、自然や環境を
学び、食への関心を高め地域の食材を学ぶ事になりま
す。食育の観点からみても、山形南RCの継続事業となっ
ています。＊当日は、クラブメンバーの奥様やお子様を
はじめ、嶋幼稚園の園児そして保護者の方からも参加
頂きました。悪戸芋掘りに関しては、金田さんに頼り
切りの状態となっています。誰もが実行出来る様に、
新旧委員会の申送りが必要です。石山会長エレクト、
この点は早い時期に是非実施頂ければと思います。
以上、５つの小委員会引継ぎ事項です。

◆管理運営委員会◆
委員長　奥村　健二 君

　この委員会は「出席委員会」、「親睦
活動委員会」、「プログラム委員会」、「姉
妹クラブ委員会」の各小委員会の運営

を支援していくことになっています。出席の伊藤委員
長、親睦の柿沼委員長、プログラムの中村委員長、姉
妹クラブの菊川委員長がそれぞれ各持ち場に責任を
もって活動してくださったので、私が指導するしまが
ありませんでした。反省を込めて各活動に感謝をした
いと思います。ありがとうございました。

◆公共イメージ推進委員会◆
委員長　土田　貴英 君

　この度は、山形南ロータリークラブ
の広報活動にご尽力いただいた会員の
皆様、誠にありがとうございました。

皆様のご協力のおかげで、クラブの活動内容や理念を
多くの方に知っていただいたと思いますが課題も多く
残されています。クラブウェブサイトやソーシャルメ
ディアの活用が十分とは言えませんでした。また情報
発信のターゲットを絞り込むことが十分ではありませ
んでした。地域住民や潜在的な会員候補者など、ター
ゲットに合わせた情報発信を行う必要があります。
　今後の課題としてはターゲットに合わせた情報発信
を行い、より多くの人に情報を届けるように努めるべ
きです。１年間の広報活動を通して、山形南ロータリー
クラブの認知度向上や活動への理解促進に一定の成果
を上げることができました。しかし、まだまだ課題も
多く残されています。今後は、上記に挙げた課題を克
服し更なる活動を目標にしていただきたいと思いま
す。最後に、一年間、広報活動にご尽力いただいた会
員の皆様に、改めて感謝申し上げます。今後も皆様の
ご協力をお願い致します。

◆会員増強委員会◆
委員長　石山　祐介 君

　会員増強委員会は会員増強・職業分
類小委員会とロータリー情報小委員会
の２つの委員会から構成されておりま

す。浅野年度では伊勢委員長が中心となり新規会員の
開拓に力を入れてスタートいたしましたが、残念なが
ら純増とはならず現在48名の会員数となっておりま

す。今年に入りこの危機的状況ともいえる現状を踏ま
え、再度皆様と共に会員増強を行おうと声がけいたし
ましたが、今のところ成果がまだ出ておりません。ま
た、菊地委員長率いるロータリー情報委員会は昨年ま
でとは一味違うファイヤーサイドミーティングを企画
していただき、会員の山形南ロータリークラブに対す
る思いをブラッシュアップ出来たと思っております。
現会員のこれからの出席率アップにつなげていければ
と感じております。次年度の会長としてまさに今予算
を組んでいるところではありますが物価高の上昇もあ
り、今までと同じような例会や事業を開催できるかど
うか瀬戸際であります。このままでは年会費の増額の
お願いをしなければいけない時が来るのではと思いま
す。早期に50名体制に戻し、これまでと同等以上の
事業を行っていくためには会員増強が大切となり
ます。
　２年前に50周年をむかえFromSouth未来へつなぐ
のテーマを実現するためにも次年度は全会員が必ず１
名の推薦を行っていただくようにお願いいたします。
大委員長として役立たずでありましたが、次年度しっ
かりと会員増強をし、安定したクラブ運営を行ってま
いりたいです。１年間ご協力ありがとうございました。

◆奉仕プロジェクト委員会◆
委員長　菊地　賀治 君

　奉仕プロジェクト委員会は、５つの
小委員会から構成されております。５
つの小委員会毎に、話をさせて頂きます。

■ニコニコBOX小委員会■
委員長　佐々木啓充 さん

　目標金額90万円現在の金額は、58万円です。近
年は目標金額まで到達する事が少なく、苦戦している
のが現状です。昼例会だけでは、一定金額までしか目
標到達出来ないと判断します。夜の例会時に、ニコニ
コBOXの趣旨を外れずにもっと活用した方が良いの
ではないか？と思います。今までの目標額を踏襲せず、
現状を踏まえた予算組をされた方が良いと思います。

■職業奉仕小委員会■
委員長　髙梨　徹也 さん

　令和６年５月21日㈫に、楽天モバイルパーク見学
を実施しました。普段はなかなか見られない球場の裏
側、ダッグアウトや控え投手練習場、記者会見場、ビ

月20日に完成しBOX配布いたしました。（山形南
100冊、中津100冊）
　記念誌の制作にあたり、委員会で提案のあった特集
「座談会　これからの交流を考える」を企画いたしまし
た。両クラブがそれぞれ実施し、たくさんのご意見や
提言を掲載しておりますのでご拝読ください。このよ
うな今後いろいろな機会に活用できる交流誌が発刊で
き、大変うれしく思っております。
　８年後には当クラブも創立60周年になりますので、
それまでの交流の大まかな流れを検討してほしいと
思っております。

◆S.A.A◆
委員長　丹野　善将 君

　当クラブにおけるS.A.Aの役割は、例
会において会場を設営監督し、秩序正
しく、和やかな雰囲気でクラブ会員が

お互いの親交を深め、情報を交換し、食事をとりなが
ら例会を楽しめるようにすることだと思っておりま
す。浅野会長のテーマ《伝統を受け継ぎ 未来に向けて
「奉仕と親睦」を楽しもう》のもと、クラブ活動の根幹
をなす例会においても「伝統」と「南クラブらしさ」を重
んじつつ、「未来」のための新たな変化の一つとして、
例会場の変更をきっかけに新たなチャレンジや変革も

必要に応じ対応していきたいと思って活動してまい
りました。
　例会場が変更になり、不安な部分もありましたが、
会場担当者は他ロータリークラブでの例会の経験があ
ることから、非常に慣れており、安心して任せられた
と思います。また、会長・幹事・各委員長ともコミュ
ニケーションを取りながらスムーズな進行を心がけま
した。不慣れなS.A.Aであり、お聞きづらい点も多々
あったと思いますが、１年間皆様のご協力、誠にあり
がとうございました。

◆会計◆
委員長　鉄　　浩二 君

　一年間会計を預からせていただいて
おりますが、大変お伝えしにくい内容
ですが収支状況が非常に厳しい状況で

ございます。主な要因としては、会員減少に伴い想定
している収入が得られなかったこと、また、支出につ
いては、昨今の物価高の影響や例会場変更に伴う経費
の上昇が挙げられます。
　翌年度以降については、石山会長の方針のもと、山
形南RCの良さを発揮できる事業を実施しつつ、柔軟
な予算配分をご検討いただきたいと感じております。
今年度も残りもあとわずかですが、最後まで、よろし
くお願いいたします。

◆ロータリー財団・米山奨学委員会◆
委員長　金田　亮一 君

　当委員会はロータリー財団、瀧山広
一郎委員長、米山奨学会は那須尚平委
員長を中心に昨年以上の実績をと意気

込みましたが、11月28日の三津屋さんでのそば例会
出席者からのご寄付のみとなってしまいました。結果
はロータリー財団4,848.28ドルで目標の一人150ド
ルに対して101ドル、米山奨学会は1,090,000円で
目標の一人15,000円に対し22,708円という結果で
した。ロータリー財団は目標達成までにはいきません
でしたが、米山奨学会は個人・法人寄付（大久保章宏君）
で大口寄付を頂き目標達成することができました。大
久保様、寄付を頂戴した皆様の御厚意に感謝申し上げ
ます。
　反省としては、多くの会員の方から寄付を頂くため
には、10月の米山月間、11月のロータリー月間の通
常例会で出席率を上げ、多くの会員の方から理解を得
ることが必要ですし、数年前の寄付の実績を委員会が
しっかり把握し寄付を集める仕組みを工夫する必要が
あったと感じました。次年度の委員長さんは、今年度
の反省点を改善し、目標達成できますようにお願いい
たします。１年間ご協力ありがとうございました。

◆中長期検討委員会◆
委員長　武田　秀則 君

　浅野会長１年間ご苦労様でした。40
数年ぶりの例会場の変更によって、年
度が始まる前から予算や例会場の交渉

などで大変苦労されました。コロナ禍で５代にわたり
休会や地区大会の中止など、ロータリー活動が大きく
制限されました。その中でロータリーの出席率も曖昧
になり、メイクの推進もなくなり、最大の他クラブと
の異業種交流も減少し、自クラブの良さが勉強できな
くなっております。次年度からはメイクを増やしてい
きたいものです。
　当クラブもバスト会長が半数を超えております。こ
れからのクラブ運営を考えると会員増強、クラブ内の
活力低下、財源減少等の問題もあり、バスト会長が再
登板で会長を担うことなど考えなければならないと考
えます。

◆姉妹クラブ交流40周年記念誌作成委員会◆
委員長　武田寿美男 君

　40年に及ぶ交流誌でしたので、今ま
でになく多くの方々にご協力いただき
ありがとうございました。予定通り５



本日出席・前回修正出席

会員総数

本　　日

前回修正

出席義務会員数 出席会員数 出 席 率

４８名 ３１名

※本日の結果は２週間後に報告
※修正は２週間前の結果報告
出席会員数÷算出会員数＝出席率
算出会員数とは?　出席義務会員＋メイク免除会員の出席者
出席会員数とは?　出席義務会員の出席者＋メイク免除会員の出席者＋メイク会員

〈承認事項〉
１．姉妹クラブ交流40周年記念誌の支払いについて
　会費未納会員の影響もあり（２名）記念誌費用捻出が一般会計か
　らだけでは厳しい。積み立てた基金取り崩しも検討し、承認い
　ただきたい。
退会希望者について
２．２名の退会届けが提出されている。承認しづらい所ではある
　がご理解いただきたい。全て承認可決。
３．土田次年度幹事より次年度の新会員１名の承認審議をとの議
　題が提出された。
　株式会社ライフサービス 代表取締役 石黒雅知　承認可決

◇６月度理事会報告◇

　ニコニコBOX　佐々木啓充 君
浅野　裕幸君　誕生祝いありがとうございます。１年間ありがとうございました。
金田　亮一君　誕生祝いありがとうございます。この後フォーラムで発表させていただきます。
大久保章宏君　２年連続で米山特別功労法人感謝状いただきました。林ガバナー補佐

１年間ありがとうございました。先日、2690地区で講演してきました。
菊池　賀治君　林ガバナー補佐１年間ありがとうございました。次年度ガバナー

補佐頑張ります。
鉄　　浩二君　後ほど会計の報告させていただきます。
本間　安信君　誕生祝いありがとうございました。寒河江チェリーランドにオブ

ジェができました。
丹野　善将君　長男の結婚式をパレスで行いました。満足の結婚式でした。パレ

スの皆さんありがとうございました。
佐々木啓充君　１年間ありがとうございました。
林　　政俊様（山形RC）　１年間ありがとうございました。

鶏二味盛り合わせ
（生野菜サラダ添え玉葱ドレッシング）
季節の野菜煮びたし、山形のだし冷奴
酢の物、白米、味噌汁、マンゴープリン
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スタッフの苦労等も垣間見られました。是非、次年度
もなかなか行けない場所等の職場訪問を計画されては
と思います。

■社会奉仕小委員会■
委員長　鈴木　政康 さん
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　もう一点が、医療的ケア児への支援では、山形南ロー
タリークラブとしては、今後も継続して支援して行き
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視野に入れて考えてみては如何でしょうか。

■国際奉仕小委員会■
委員長　稲村　佳宏 さん

　今回13回山形南RCを誇る継続事業である「グール
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さんをサポート出来る方を委員に選定されては如何
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委員長　間木野仁美 さん

　伝統野菜の悪戸芋の収穫体験を通し、自然や環境を
学び、食への関心を高め地域の食材を学ぶ事になりま
す。食育の観点からみても、山形南RCの継続事業となっ
ています。＊当日は、クラブメンバーの奥様やお子様を
はじめ、嶋幼稚園の園児そして保護者の方からも参加
頂きました。悪戸芋掘りに関しては、金田さんに頼り
切りの状態となっています。誰もが実行出来る様に、
新旧委員会の申送りが必要です。石山会長エレクト、
この点は早い時期に是非実施頂ければと思います。
以上、５つの小委員会引継ぎ事項です。

◆管理運営委員会◆
委員長　奥村　健二 君

　この委員会は「出席委員会」、「親睦
活動委員会」、「プログラム委員会」、「姉
妹クラブ委員会」の各小委員会の運営
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長、親睦の柿沼委員長、プログラムの中村委員長、姉
妹クラブの菊川委員長がそれぞれ各持ち場に責任を
もって活動してくださったので、私が指導するしまが
ありませんでした。反省を込めて各活動に感謝をした
いと思います。ありがとうございました。

◆公共イメージ推進委員会◆
委員長　土田　貴英 君

　この度は、山形南ロータリークラブ
の広報活動にご尽力いただいた会員の
皆様、誠にありがとうございました。

皆様のご協力のおかげで、クラブの活動内容や理念を
多くの方に知っていただいたと思いますが課題も多く
残されています。クラブウェブサイトやソーシャルメ
ディアの活用が十分とは言えませんでした。また情報
発信のターゲットを絞り込むことが十分ではありませ
んでした。地域住民や潜在的な会員候補者など、ター
ゲットに合わせた情報発信を行う必要があります。
　今後の課題としてはターゲットに合わせた情報発信
を行い、より多くの人に情報を届けるように努めるべ
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の２つの委員会から構成されておりま
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ら純増とはならず現在48名の会員数となっておりま

す。今年に入りこの危機的状況ともいえる現状を踏ま
え、再度皆様と共に会員増強を行おうと声がけいたし
ましたが、今のところ成果がまだ出ておりません。ま
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り、今までと同じような例会や事業を開催できるかど
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お願いをしなければいけない時が来るのではと思いま
す。早期に50名体制に戻し、これまでと同等以上の
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大委員長として役立たずでありましたが、次年度しっ
かりと会員増強をし、安定したクラブ運営を行ってま
いりたいです。１年間ご協力ありがとうございました。

◆奉仕プロジェクト委員会◆
委員長　菊地　賀治 君

　奉仕プロジェクト委員会は、５つの
小委員会から構成されております。５
つの小委員会毎に、話をさせて頂きます。

■ニコニコBOX小委員会■
委員長　佐々木啓充 さん

　目標金額90万円現在の金額は、58万円です。近
年は目標金額まで到達する事が少なく、苦戦している
のが現状です。昼例会だけでは、一定金額までしか目
標到達出来ないと判断します。夜の例会時に、ニコニ
コBOXの趣旨を外れずにもっと活用した方が良いの
ではないか？と思います。今までの目標額を踏襲せず、
現状を踏まえた予算組をされた方が良いと思います。

■職業奉仕小委員会■
委員長　髙梨　徹也 さん

　令和６年５月21日㈫に、楽天モバイルパーク見学
を実施しました。普段はなかなか見られない球場の裏
側、ダッグアウトや控え投手練習場、記者会見場、ビ

月20日に完成しBOX配布いたしました。（山形南
100冊、中津100冊）
　記念誌の制作にあたり、委員会で提案のあった特集
「座談会　これからの交流を考える」を企画いたしまし
た。両クラブがそれぞれ実施し、たくさんのご意見や
提言を掲載しておりますのでご拝読ください。このよ
うな今後いろいろな機会に活用できる交流誌が発刊で
き、大変うれしく思っております。
　８年後には当クラブも創立60周年になりますので、
それまでの交流の大まかな流れを検討してほしいと
思っております。

◆S.A.A◆
委員長　丹野　善将 君

　当クラブにおけるS.A.Aの役割は、例
会において会場を設営監督し、秩序正
しく、和やかな雰囲気でクラブ会員が

お互いの親交を深め、情報を交換し、食事をとりなが
ら例会を楽しめるようにすることだと思っておりま
す。浅野会長のテーマ《伝統を受け継ぎ 未来に向けて
「奉仕と親睦」を楽しもう》のもと、クラブ活動の根幹
をなす例会においても「伝統」と「南クラブらしさ」を重
んじつつ、「未来」のための新たな変化の一つとして、
例会場の変更をきっかけに新たなチャレンジや変革も

必要に応じ対応していきたいと思って活動してまい
りました。
　例会場が変更になり、不安な部分もありましたが、
会場担当者は他ロータリークラブでの例会の経験があ
ることから、非常に慣れており、安心して任せられた
と思います。また、会長・幹事・各委員長ともコミュ
ニケーションを取りながらスムーズな進行を心がけま
した。不慣れなS.A.Aであり、お聞きづらい点も多々
あったと思いますが、１年間皆様のご協力、誠にあり
がとうございました。

◆会計◆
委員長　鉄　　浩二 君

　一年間会計を預からせていただいて
おりますが、大変お伝えしにくい内容
ですが収支状況が非常に厳しい状況で

ございます。主な要因としては、会員減少に伴い想定
している収入が得られなかったこと、また、支出につ
いては、昨今の物価高の影響や例会場変更に伴う経費
の上昇が挙げられます。
　翌年度以降については、石山会長の方針のもと、山
形南RCの良さを発揮できる事業を実施しつつ、柔軟
な予算配分をご検討いただきたいと感じております。
今年度も残りもあとわずかですが、最後まで、よろし
くお願いいたします。

◆ロータリー財団・米山奨学委員会◆
委員長　金田　亮一 君

　当委員会はロータリー財団、瀧山広
一郎委員長、米山奨学会は那須尚平委
員長を中心に昨年以上の実績をと意気

込みましたが、11月28日の三津屋さんでのそば例会
出席者からのご寄付のみとなってしまいました。結果
はロータリー財団4,848.28ドルで目標の一人150ド
ルに対して101ドル、米山奨学会は1,090,000円で
目標の一人15,000円に対し22,708円という結果で
した。ロータリー財団は目標達成までにはいきません
でしたが、米山奨学会は個人・法人寄付（大久保章宏君）
で大口寄付を頂き目標達成することができました。大
久保様、寄付を頂戴した皆様の御厚意に感謝申し上げ
ます。
　反省としては、多くの会員の方から寄付を頂くため
には、10月の米山月間、11月のロータリー月間の通
常例会で出席率を上げ、多くの会員の方から理解を得
ることが必要ですし、数年前の寄付の実績を委員会が
しっかり把握し寄付を集める仕組みを工夫する必要が
あったと感じました。次年度の委員長さんは、今年度
の反省点を改善し、目標達成できますようにお願いい
たします。１年間ご協力ありがとうございました。

◆中長期検討委員会◆
委員長　武田　秀則 君

　浅野会長１年間ご苦労様でした。40
数年ぶりの例会場の変更によって、年
度が始まる前から予算や例会場の交渉

などで大変苦労されました。コロナ禍で５代にわたり
休会や地区大会の中止など、ロータリー活動が大きく
制限されました。その中でロータリーの出席率も曖昧
になり、メイクの推進もなくなり、最大の他クラブと
の異業種交流も減少し、自クラブの良さが勉強できな
くなっております。次年度からはメイクを増やしてい
きたいものです。
　当クラブもバスト会長が半数を超えております。こ
れからのクラブ運営を考えると会員増強、クラブ内の
活力低下、財源減少等の問題もあり、バスト会長が再
登板で会長を担うことなど考えなければならないと考
えます。

◆姉妹クラブ交流40周年記念誌作成委員会◆
委員長　武田寿美男 君

　40年に及ぶ交流誌でしたので、今ま
でになく多くの方々にご協力いただき
ありがとうございました。予定通り５
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